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 皆さん、今日は。 

 まず、本日のゲストをご紹介します。広島テレビ放送報道部、ニュース情報担当部長

でいらっしゃる渡辺由恵さんです。渡辺さんは私の後輩で、大学卒業後、1990年に広島

テレビ放送に入社。2005年までアナウンス部に在籍されたのち、記者、及びディレク

ターとして活動されました。その後、編成局広報宣伝部部長を務めたのち、６年ぶりに

古巣の報道制作局に戻り、現在は、報道部・ニュース情報担当部長として活躍しておられます。三次

ロータリーの皆さんとは、これまでも交流があるとのことで、多くの会員が楽しみにしています。本日

の卓話、どうぞよろしくお願いします。 

さて、今月10月のロータリー「月間テーマ」は「経済と地域社会の発展月間」です。当地域（広島県

北地域）の地域課題としてクローズアップされているのは、JR芸備線の利用客減少です。利用客の減少

でJR芸備線などのローカル鉄道の、存廃を含めた、今後の方針の具体化が、求められています。JR西日

本は今月３日、岡山市、広島市、鳥取県米子市にある各支社の「間接部門機能」を集約した「中国統括

本部」の開所式を行いました。経営環境の変化を踏まえた再編の一環で、10月１日付けで、広島市内に

「中国統括本部」を設置したのです。これまで鉄道は、地域の発展のために大きな役割を果たしてきま

したが、１年前の８月から、芸備線の利用客減少に伴う、今後のあり方について議論を始めました。今

年の４月11日には、JR西日本管内の「路線別収支」を初めて公表、芸備線を初め、中国地方にある10路

線㉑区間の収支率（売り上げ÷費用）が25％～0.4％と、極めて低いとことが示されました。（三次～下

深川間の2017-19年度の平均収支率は14.9％・13.2億円の赤字）その後、JR西日本と広島・岡山両県など

は、5月11日に、JR芸備線などの利用促進対策などを検討する4回目の会合を開き、JR側は、「利用促進

にとどまらず、地域の実情を踏まえて、前提を置かずに、将来の地域公共交通の姿についても速やかに

議論を開始したい」と発言しています。この日の会議では、2021年８月から取り組んできた、利用促進

のためのイベント実施や、バスとの接続改善、臨時列車の運行などの取り組みを行った結果「地域外か

らの集客に一定の成果があったが、庄原市と新見市の主要駅の21年度乗車人員は、前年度から定期客が

減少した」と報告され、JR西・岡山支社の須々木副支社長は「大量輸送機関として地域のお役に立てて

いない」として、路線の存廃を含めて前提を置かずに話しあいたいとの方針を示しました。そして、冒

頭述べた、今月３日の「中国統括本部」の設置です。統括本部には総務や計画立案などを担う職員を集

約するとともに、運行を管理する各地の指令所は統括本部下の「中国総合指令所」に編入する予定との

ことです。 

会 長 挨 拶 ： 新 宅 冨 士 夫 



【ゲスト】 広島テレビ放送(株) 

      報道部ニュース情報担当部長 渡 辺 由 恵 様 

幹事報告：藤後敏彦  幹事 

【四つのテスト】 吉田 善孝 会員   

【点 鐘】 新宅 冨士夫 会長  【ソング】 「君が代」「奉仕の理想」 

委 員 会 報 告 

例   会   次   第 

第2702回（9月15日）の出席報告 第2704回（10月6日）の出席状況 

会員数 出席者 免除者 Make-up 出席率 会員数 出席者 欠席 出席率 

39 32(2) 0 1 84.62% 38 31 7 81.58％ 

Make-up内訳：佐藤会員(7/14 理事役員会)  

（ ）内はオンライン参加者数 出 席報告：荻 原  治  部 会 長 

記 念 品 贈 呈 

・10月22日、23日 第8回防災フェア出欠表の回覧 

・10月27日 夜間例会出欠表の回覧 

・2022-23年度副会長杯および新入会員歓迎杯の日程調整の回覧 

≪来信文書≫ 

・国際ロータリー：ロータリアン10月号 

・RI日本事務局：財団室NEWS10月号 

・広島県立歴史民俗資料館：令和４年度秋の特別企画展のご案内 

・辻村寿三郎人形館：令和４年度後期企画展開催のお知らせ 

・佐藤会員(ゴルフ同好会) 

 この度、副会長杯と新入会員歓迎杯のゴルフコンペを企画いたしました。日程調整表を回覧いたしま

すので、ご参加いただける方は〇をつけていただければと思います。どうぞ、よろしくお願いします。 

配偶者誕生月 

荻原 治会員 

JR西日本では、2023年度中をめどに、間接部門の人員を約150人削減するとの方針も示しており、収支率

改善に向けて、JR廃線も含めて、周辺自治体との協議を活発化することになります。 

 ロータリーの月間テーマ「経済と地域社会の発展月間」を機に、私たちも地域の活性化や衰退と直結

する公共交通機関の未来について考え、発言していくことが大切ではないかと思います。 

 以上、本日の例会が皆様にとって意義深いものとなりますよう祈念して、私のご挨拶とさせていただ

きます。 



S A A 報 告 ： 石 井 浩 彦  Ｓ Ａ Ａ 

    スマイル・健康感謝箱                     計18､400円  

氏   名  内            容  

新宅 冨士夫 

 

天野 芳明 

 

入会月 

創業月 

本人誕生月 

配偶者誕生月 

結婚記念月 

広島テレビ放送報道部ニュース情報担当部長、渡辺由恵様、本日はようこそおいで下さいま

した。よろしくお願いします。 

広島テレビ、渡辺由恵様 本日はお忙しい中、大変御無理を申し上げました。どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

藤井憲昭、柘植雅寛、吉田善孝 

花本好正、水本行亮 

林 初幸（10.20） 

荻原 治 

新宅冨士夫（結婚51年目です）増田茂典、高杉將壽、柘植雅寛 

プログラム：ゲスト卓話 

広島テレビ放送(株) 

報道部ニュース情報担当部長 渡 辺 由 恵 様 


